
報告事項 ３  

 

平成２８年度県立高等学校の学科改編について 

 このことについて、別紙資料に基づき報告します。 

 

 

平成２７年７月２７日   

高 等 学 校 教 育 課 

 

 



平成２８年度県立高等学校の学科改編について 

 

 産業構造の変化や技術革新が進む中で、平成 27 年３月に策定した「県立高等

学校教育推進基本計画」に基づき、職業学科の教育内容を見直し、社会が求め

る専門的な知識や技術をもつスペシャリストを育成するための学科改編を進め

る。 

 

Ⅰ 県立半田農業高等学校 農業園芸科、生物工学科の学科改編について 

 

○設置学科 

・農業科学科 

（農業に関する学科、従来の農業園芸科、生物工学科を改編、２クラス８０名） 

・施設園芸科 

（農業に関する学科、従来の農業園芸科、生物工学科を改編、１クラス４０名） 

 

農業の基礎的･基本的な知識と技術を学ぶとともに、これからの農業（６

次産業化やスマート農業など）についての理解を深めるなど、農業を取り

巻く課題に適切に対応できる人材を育成する学科とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 県立安城農林高等学校 生物工学科の学科改編について 

 

○設置学科 

・フラワーサイエンス科 

（農業に関する学科、従来の生物工学科を改編、１学級４０名） 

 

  全国有数の花き生産県である本県において、草花の栽培、加工、流通、

活用等の知識、技術を総合的に学習し、商品開発や６次産業化に対応でき

る、花き生産及び活用等のスペシャリストを育成する学科とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現在の設置学科】 【改編後の設置学科】

農 業 園 芸 科 （ ２ ） 農 業 科 学 科 （ ２ ）
生 物 工 学 科 （ １ ） 施 設 園 芸 科 （ １ ）
食 品 科 学 科 （ １ ） 食 品 科 学 科 （ １ ）
生 活 科 学 科 （ １ ） 生 活 科 学 科 （ １ ）

【現在の設置学科】 【改編後の設置学科】

農 業 科 （ １ ） 農 業 科 （ １ ）
園 芸 科 （ １ ） 園 芸 科 （ １ ）
生 物 工 学 科 （ １ ） フラワーサイエンス科（ １）
食 品 科 学 科 （ １ ） 食 品 科 学 科 （ １ ）
動 物 科 学 科 （ ２ ） 動 物 科 学 科 （ ２ ）
森 林 環 境 科 （ １ ） 森 林 環 境 科 （ １ ）

※農業科・園芸科の括り募集は継続し、フラワーサイエンス科・食品科学科は学科ごとの募集とする。
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Ⅲ 県立新城高等学校 環境デザイン科、園芸科学科、生物生産科及び情報会

計科の学科改編について 

 

○ 設置学科 

・園芸デザイン科 

（農業に関する学科、従来の環境デザイン科、園芸科学科、生物生産科を改編、１ク

ラス４０名） 

・食農サイエンス科 

（農業に関する学科、従来の環境デザイン科、園芸科学科、生物生産科を改編、２ク

ラス８０名） 

・ビジネス創造科 

（商業に関する学科、従来の情報会計科を改編、１クラス４０名） 

 

地域産業の発展を目指し、中山間地域に根ざした魅力ある学校づくり

を進め、地域で活躍し、地域の振興に貢献できる若者を育成するため、「農

業」及び「商業」に関する学科を改編する。園芸デザイン科では、園芸

作物の生産技術や環境保全について、食農サイエンス科では、農産物を

育てる知識・技術だけでなく、加工、販売等について学び、地域農業の

担い手と地域産業界で活躍できる人材を育成する学科とする。 

ビジネス創造科は、時代のニーズを捉えたビジネスの知識・技能、経

営能力を身に付けるとともに、地域の伝統文化や産業について学び、将

来の地域産業の振興に貢献できる人材を育成する学科とする。 

  

 

 

 

 

 

 
※農業科、商業科、家庭科の総合選択制は継続して実施する。 

※生活創造科は学科改編せず、教育課程の一部見直しを行う。 

※募集学級数は平成 27年度募集公告に基づくものである。 

【現在の設置学科】 【改編後の設置学科】

環 境 デ ザ イ ン 科 （ １ ） 園 芸 デ ザ イ ン 科 （ １ ）

園 芸 科 学 科 （ １ ） 食 農 サ イ エ ン ス 科 （ ２ ）

生 物 生 産 科 （ １ ） 商業 ビ ジ ネ ス 創 造 科 （ １ ）

商業 情 報 会 計 科 （ １ ） 家庭 生 活 創 造 科 （ １ ）

家庭 生 活 創 造 科 （ １ ）

農業
農業
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農業の基礎的･基本的な知識と技術を学ぶとともに、これからの農業（６次産業化やスマート農

業など）についての理解を深めるなど、農業を取り巻く課題に適切に対応できる人材やよりいっそ

う地域産業の発展に貢献できる人材を育成するため、平成２８年度から学科を改編します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立半田農業高等学校の学科を改編します。 
＜農業園芸科・生物工学科 → 農業科学科・施設園芸科＞ 

 

農業科学科

農業について幅広く 
学びます。 
 
作物 果樹 造園 
動物・畜産（牛･豚･鶏）
 

 

食品科学科

食品の特性や食品製造
について学びます。 
 
食品製造 食品化学
微生物利用 

 

 

２コースを系統的に 
学びます。  
・草花  植物バイオ 
・施設野菜  
 

施設園芸科 

 
自然や家庭生活との関わ 
りについて学びます。 
 
草花 野菜 
被服 食物 福祉 
 

生活科学科

４つの学科で、人間性豊かな職業人の育成を目指します。 

新しい学科の専門分野の学習 

＜基礎教育＞ 

農業の役割と栽

培・飼育技術の基

礎を学びます。 

＜専門教育＞ 

４分野(作物･果

樹･畜産･造園)を

幅広く学びます。

＜実践教育＞ 

１分野を専攻し、

その分野を深く

学びます。 

第一学年 第二学年 第三学年

＜基礎教育＞ 

農業の役割と栽培

技術の基礎を学び

ます。 

＜系統的な専門教育＞ 

２コース（野菜･草花）に分かれた専攻

学習で、知識・技術の確実な定着とその

活用方法について学びます。 

農
業
科
学
科 

施
設
園
芸
科 

進路実現

短期大学

専修学校

農業大学校

４年制大学

就 職 
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県立安城農林高等学校の生物工学科を 

『フラワーサイエンス科』に学科改編します。 

フラワーサイエンス科では 

 

 

 

 

 

草花を「増やす力」「育てる力」「活かす力」を育成します。 

              

 

 

 

 

 

 

３年間の学習内容 

※ ２学年で「草花デザインコース」と 

「植物バイオコース」のいずれかを 

選択します。 

 

 

 

 

※ 食品科学科との一括募集をやめ、学科ごとの募集とします。 

※ 農業科と園芸科の一括募集は継続します。 

デザイン、商品開発、

研究発表など、学んだ

技術を「活かす力」を

育成します。 

播種、挿し木、優良

苗の大量増殖技術で

あるバイオテクノロ

ジー技術など、草花

を「増やす力」を育

成します。 

フラワーサイエンス科では、“花の王国あいち”

を担う将来のスペシャリストに必要な基礎的・基本

的な知識・技術の定着を目指します。 

また、外部との連携を重視しながら、コミュニケ

ーション能力や学ぶ意欲、チャレンジ精神などを育

てます。 

さらに、６次産業化に幅広く対応し活躍できる人

材を育成します。 

１学年 

２学年 

３学年 

スペシャリスト育成 

専門性

の深化

生産

技術

興味

関心

基礎

知識

草花生産技術（増やし育てる力）を基礎として、

育てた草花を活かす力を育成します。 

活かす

育てる増やす

開花時期、花数、花色、

草丈など、目的に合わせ

た草花を「育てる力」を

育成します。 

 農業と環境

 総合実習

 草花 など

 課題研究

 植物ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

 生物活用

 園芸ﾃﾞｻﾞｲﾝ など

 課題研究

 総合実習

 生物活用

 ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ

 ﾌﾗﾜｰﾋﾞｼﾞﾈｽ など

 

目指す進路

進学

生産者

生花店

デザイナー

植物園

種苗会社 など

※安城農林高等学校の所在地：愛知県安城市池浦町茶筅木１番地
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愛知県立新城高等学校  

〒441-1328愛知県新城市字桜淵・中野合併地 ℡ 0536-22-1176 Fax 0536-23-3877 

県立新城高校の学科を改編します！ 

農 

業 

園芸科学科 

生物生産科 

環境ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ科 

園芸ﾃﾞｻﾞｲﾝ科

食農サイエンス科 

草 花 

畜 産 

作物・野菜 

造 園 

・奥三河の環境美化のために貢献でき

る人材を育てます。 

・今までの｢土木分野｣は造園コースで

学習します。 

・奥三河の農業生産に貢献できる人材

を育てます。 

・地域特産の露地・施設野菜等の生産

と、動物飼育・良質卵の生産に力を

入れます。 

(新)学科名 学 科 の 目 標コース名 

商 

業 
ビジネス創造科

観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ 

販売ﾋﾞｼﾞﾈｽ 

医療事務 

・奥三河の観光と発展、そして暮らし

やすい奥三河の将来に貢献できる人

材を育てます。 

・地域産業の発展に貢献するため商品

開発にも力を入れます。 

家 

庭 
衣生活創造 

食生活創造 
・地域における食育や生活文化の伝承

と創造に貢献できる人材を育てま

す。 

・食生活創造コースでは、農産物の栽

培や食品加工も手がけます。 

※生活創造科は学科改編を行いませ

んが、学習内容を見直します。 

生活創造科 

  
農業2学科の入試は、引き続き一括募集とします。

1年次では同じ内容の学習をして、2年次に学科選

択・コース選択をします。 

2年次より、全ての学科でコース制を導入します。

専門性をより高め、より確かな力を身に付けます。 

学科を越えて学べる｢総合選択制｣を継承します。

共通科目も選択でき、進学後の学力を保障します。 
 

 

 

 

特色 1 

特色２ 

特色３ 

農業科一括募集

コース制の導入

総合選択制

情報会計科 
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